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第2期地域福祉保健計画
ー平成２２年度の活動ー

和泉北部地区社会福祉協議会

和泉北部地区

（注）泉区連合自治会町内会長会ホームページからの抜粋

和泉北部地区の概要①

④

人口：約９４００人

世帯数：約３２００世帯

面積：１．９９平方キロ

構成自治会数：１９自治会

老年人口比率：１７．５７％（泉区全体１７．７７％）

高齢者のみ世帯比率：１５．６３％

（泉区全体１９．６５％）

（平成１７年度国勢調査より）

和泉北部地区の概要②

● 自治会町内会、地区社協による地域全体の活動

☆運動会

☆歩け歩け大会

☆福祉交流会

☆福祉バザー など

● 多様な団体による幅広い活動

☆ 夏祭り

☆ サロン活動

☆ 交番ボランテイア など

和泉北部地区の地域活動

活動団体のネットワー
クの情報交換、交流

ホームページの作成、公
開のための環境づくり

身近なところで必要な地域
の情報が気軽にタイムリー
に入手できるまち

担い手同士のネットワーク
ができ、交流や連携、協力
が進み、活動しやすいまち

を目指して

区、区社協、地域ケ
アプラザの支援

近隣同士で声掛け、助
合いができるまち

一日の始まりは
あいさつから

和泉北部地区第２期の取組み

日時：平成２２年１１月２７日（土）

場所：いずみ野コミュニテイハウス（いずみ野小学校）

集いの風景

福祉保健活動グループ情報交換の集い
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区分 現状把握している
団体数

備 考

① 14団体 高齢者サロン、子育て
サロン等

② 7団体 楽器演奏披露等

③ 2団体 登下校安全パト等

①福祉保健に関する活動を目的にしているグループ

②活動が結果として福祉保健に役立っているグループ

③規模が大きく、行政（学校、警察等）と組織的、密接な連携を
とるグループ

対象グループの現状と区分

等々

活動グループの課題（意見）

・交流ができて良かった
・今後も開催を希望する

・自治会との連携が必要
・グループ間交流が少ない

・次の担い手が不足
・ＰＲが難しい

講師：西村敬一氏（地区社協事務局長）

日時：平成２３年２月２６日（土）

場所：いずみ野コミュニテイハウス

参加者数：９名

講座の概要：

第一部 記事の書き方・写真撮影のポイント

第二部 簡易ホームページによる情報発信

ホームページ作成講座 講習会の風景

講習会の成果

・地域福祉保健計画が理解できた

・内容にとても満足できた

・次回も開催してほしい

・和泉北部地区社会福祉協議会の
ホームページに記事や写真の投稿
を協力できるという方もでてきま
した。

・ホームページを立ち上げたくなった

等々

参加者からの意見

その結果！！

・サロンなど交流の場の増加

・地域交流意識の向上

・福祉活動への協力が活発化

第１期計画（H17～21）

福祉交流全体のネットワーク化

ＨＰなどを通じた情報共有

第2期計画

夏祭り、福祉バザー、運動会、
サロン活動、福祉交流会など

今後・・・

高齢者対応子育て
現役世代の積極的
参画

キーワードは何だろう？

地域福祉保健計画の今後の展望


